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「北斗市新幹線新駅周辺まちづくり計画」
平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 北斗市

　【目標１に対する指標：民間商業・業務面積の増加】

にぎわいのある商業地区形成及び地域住民の利便性向上のため、商業・業務地区の増加面積を評価する。

　【目標２に対する指標：地域住民の交通利便性への満足度増】

新駅周辺の交通利便性を高め、地域住民の満足度増加を評価する。

　【目標３に対する指標：安全で衛生的な都市基盤の創出】

降雨に対し安全で汚水処理が行き届いた衛生的な度合いを、下水道普及率により評価する。

　【目標４に対する指標：自然や緑に触れた憩いの創出】

自然や緑に触れ憩う場の提供成果を、緑化施設の整備面積により評価する。

　【目標５に対する指標：きじひき高原関連施設の利用者及び桜回廊イベント期間の鑑賞客数の増】

きじひき高原内の施設整備の効果を、きじひき高原内の施設の利用者数で評価する。

桜回廊整備事業の効果を、イベント期間中の鑑賞客数で評価する。

【民間商業・業務面積の増加】　区域内の商業・業務施設の延べ面積　[ｍ２]

【地域住民の交通利便性への満足度増】　住民アンケートによる満足度［％］

【安全で衛生的な都市基盤の創出】　土地区画整理区域内の下水道普及率［％］

【自然に触れた憩いの創出】　土地区画整理区域に占める公園と緑化調整池の面積割合［％］

【きじひき高原関連施設の利用者増】　匠の森ときじひき高原キャンプ場の年間利用者［人］

【桜の回廊鑑賞客数】　桜の回廊のイベント期間の鑑賞客数［人］

平成26年3月28日

計画の名称

計画の期間

　　定量的指標の定義及び算定式

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

Ａ 3,030

備考

6000
[H26年度末]

16
[H21年度当初]

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

26
[H26年度末]

1260
[H21年度当初]

16,500人
[H27年度]

8,482人
[H22年度末]

社会資本総合整備計画

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

交付対象

【大目標】
　　北海道新幹線新駅開業に併せて行う快適で賑わいのある新たな都市拠点の創出と地域の活性化
　〔目標１〕
　　　新たに都市基盤施設を整備し、活力のある商業地を形成する。
　〔目標２〕
　　　周辺を含む地域住民及び商業従業者の交通利便性を高める。
　〔目標３〕
　　　地域住民や商業従事者へ降雨に対して安全で汚水処理の行き届いた衛生的な都市基盤を提供する。
　〔目標４〕
　　　新幹線利用者や地域住民が、地域の自然や緑に触れ、憩うことができる空間を提供する。
　〔目標５〕
　　　「きじひき高原」や「樹齢３００年のしだれ桜」などの新駅周辺の潜在的な観光資源を活用して観光振興をし、賑わいのあるまちづくりを行う。

8
[H27年度末]

-
[H22年度当初]

100
[H27年度末]

-
[H22年度当初]

12,800人
[H27年度末]

全体事業費 百万円 Ｂ Ｃ百万円 15.1%
（Ｃ+提案事業）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

11,000人
[H23年度]

5,447 百万円 2,083 334 百万円
効果促進事業費の割合



Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 省略 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 工種 H23 H24 H25 H26 H27

A1-1 都市再生 北海道 北斗市 直接 北斗市 北斗市新幹線新駅周辺地区 事業区域 A=13.5ha 2,286.0

(1,797.4)

道路 区画半断面道路、取付道路

地域生活基盤整備 調整池

高質空間形成施設

高次都市施設

地域生活基盤整備

(488.6)

上水道

整地

南駅附帯施設(地場産品展示・販売ｽﾍﾟｰｽ)

A1-2 街路 北海道 北斗市 直接 北斗市 区画 改築 区画整理 A=13.5ha 646.0

A1-3 街路 北海道 北斗市 直接 北斗市 Ｓ街路 改築 道路改築 L=0.5km 98.0

合計 3,030.0

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 省略 備考
種別 種別 対象 間接 工種 H23 H24 H25 H26 H27

B1-1 街路 北海道 北斗市 直接 北斗市 － － 区画整理 A=13.5ha 286
B1-2 街路 北海道 北斗市 直接 北斗市 － － 道路改築 L=0.5km 140
B1-3 下水道 北海道 北斗市 直接 北斗市 － － 雨水汚水整備 管路整備 L=4.0km 375
B1-4 道路 北海道 北斗市 直接 北斗市 － － 新幹線南口路外駐車場 1,227
B2-1 道路 北海道 北斗市 直接 北斗市 － － 市道村山１号線路肩拡幅 狭隘区間路肩拡幅11カ所 50
B2-2 道路 北海道 北斗市 直接 北斗市 － － 噴火湾眺望台簡易駐車場 5

合計 2,083

番号 備考

B1-1～2

B1-3

B1-4

B2-1～2

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 省略 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 工種 H23 H24 H25 H26 H27

C1-1 調査 北海道 北斗市 直接 北斗市 － 調査 10

C1-2 公園 北海道 北斗市 直接 北斗市 － 公園 区画整理区域緑化公園整備 公園　A=4066m2 148

C2-1 観光振興 北海道 北斗市 直接 北斗市 － 観光地整備 40

C2-2 観光振興 北海道 北斗市 直接 北斗市 － 観光情報提供 135

C2-3 観光振興 北海道 北斗市 直接 北斗市 － 観光情報提供 1
合計 334

番号 備考

C1-1

C1-2

C2-1

C2-2

C2-3

種別

都市再生整備

番号

地域創造支援事業

(上記うち提案事業)

地域創造支援事業

新駅環状通

事業者 種別

交付対象事業

全体事業費
（百万円）

情報発信機器・室内観光情報提供板・路側
観光情報提供板・ライブカメラ

要素となる事業名

施設利用者数等調査・事業効果検証

要素となる事業名

地域創造支援事業

南駅附帯施設(情報発信ｽﾍﾟｰｽ・観光案内所)

新駅環状通

北斗市新幹線新駅周辺地区

桜回廊整備事業

(上記うち基幹事業)

事業内容

（延長・面積等）（事業箇所）

観光情報提供装置整備

桜植樹・街路灯・照明器具・歩行誘導柵・
案内看板設置・トイレ整備

種別

要素となる事業名

歩行者支援施設等（歩道照明、シェルター）

南北連絡通路

高次都市施設（情報発信スペース）内や交差点・路側等における観光情報提供について、観光ＰＲ効果の向上や、運転中の視認性などを踏まえた適正な情報提供のあり方を検討し、効果的に観光情報を提供することで集
客力を高めることができ、高次都市施設及び駅周辺の賑わいの創出や地域の活性化が図られることが期待できる。

高次都市施設（情報発信スペース・観光案内所）の整備及びその施設内における観光情報の発信と、市内の桜景勝地の整備・観光ルート化により、相乗的に観光客の集客効果が高まり、高次都市施設及び駅周辺の賑わ
いの創出や地域の活性化促進が期待できる。

「北斗市観光情報路側等表示検討委員会」開催 学識経験者等による委員会開催

高次都市施設（情報発信スペース）内等に、観光情報提供装置を整備し、観光情報を提供することで、観光客の集客効果が高まり、高次都市施設及び駅周辺の賑わいの創出や地域の活性化促進が期待できる。

一体的に実施することにより期待される効果

南駅附帯施設と一体的に整備することにより、新幹線利用者や地域住民に対して、地域の自然に触れる環境を供与し、憩いを創出することが期待できる。

基幹事業、関連事業、効果促進事業実施による事業効果を検証する。

番号 事業者

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

事業実施期間（年度）事業内容
（延長・面積等）

一般車(580台)、ﾊﾞｽ(20台)

事業者

北斗市新幹線新駅周辺地区

一般車(2台)、ﾊﾞｽ(1台)

基幹事業の道路と一体的に整備することにより、新幹線新駅がもたらす発生集中交通への対処や、新幹線利用者及び商業従事者、地域住民に供与する交通利便性の向上が期待できる。

施設利用状況・事業効果検証調査

基幹事業の調整池と一体的に整備することにより、降雨に対し安全で、汚水の処理が行き届いた衛生的な環境の提供が可能となるなど、都市基盤の快適性向上が期待できる。

基幹事業の道路と一体的に整備することにより、不正路上駐車抑制による市街地内での円滑な移動や賑わいのある商業活動、災害救助や緊急医療などの円滑な実施が可能となるなど、都市基盤における賑わいや安全性
の向上が期待できる。

全体事業費
（百万円）事業内容

高次都市施設（情報発信スペース・観光案内所）の整備及びその施設内における観光情報の発信と、観光地としてPRするきじひき高原内の道路狭隘区間解消と駐車場の整備により、相乗的に観光客の集客効果が高まり、
高次都市施設及び駅周辺の賑わいの創出や地域の活性化促進が期待できる。










